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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液状体あるいは粉体等の流動性を有する内容物が収容された袋状の軟質容器を、内部に
収納して安全に保管すると共に注出可能に保持する外容器であって、前記軟質容器を自立
状に収納するのに適した箱形状に形成されて底部に底蓋が開閉可能に設けられた容器本体
と、該容器本体の上端開口部に着脱可能に嵌合された中蓋と、該中蓋の上から容器本体に
嵌合される外蓋とから構成され、前記中蓋の天板面のスリットより前記軟質容器の上端部
を開封可能に突出せしめて挟持すると共に、内容物を注出可能に保持するように形成して
なることを特徴とする液体等の内容物を収容した軟質容器を収納する外容器。
【請求項２】
　液状体あるいは粉体等の流動性を有する内容物が収容された袋状の軟質容器を、内部に
収納して安全に保管すると共に注出可能に保持する外容器であって、前記軟質容器を自立
状に収納するのに適した箱形状に形成されて底部に底蓋が開閉可能に設けられた容器本体
と、該容器本体の上部開口端部に蓋体を着脱可能に形成して、前記開口端部に嵌合された
中蓋と、該中蓋の上から容器本体に嵌合される外蓋とから構成され、前記中蓋の天板面の
スリットより前記軟質容器の上端部を開封可能に突出せしめて挟持して内容物を注出可能
に保持すると共に、前記軟質容器の上端開口部の下方部分を密閉可能に形成してなること
を特徴とする液体等の内容物を収容した軟質容器を収納する外容器。
【請求項３】
　前記容器本体は、上端開口部に蓋体を着脱可能に嵌合せしめて係止する嵌合係止部が設
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けられると共に、下端底壁部にヒンジを介して開閉可能に底蓋が設けられてなることを特
徴とする請求項１または２に記載する液体等の内容物を収容した軟質容器を収納する外容
器。
【請求項４】
　前記容器本体は、上端開口部に蓋体を着脱可能に嵌合せしめて係止する嵌合係止部が設
けられると共に、下端底壁部に着脱可能に底蓋が設けられてなることを特徴とする請求項
１または２に記載する液体等の内容物を収容した軟質容器を収納する外容器。
【請求項５】
　前記中蓋は、前記軟質容器の開封可能な上端部を前記中蓋の天板面より突出せしめて嵌
合して挟持する嵌合スリットと内容物を注出可能な開口部が蓋の天板部に形成されてなる
ことを特徴とする請求項１または２に記載する液体等の内容物を収容した軟質容器を収納
する外容器。
【請求項６】
　前記中蓋は、天板部の中央部分に内容物を注出可能な開口部が形成されると共に、該開
口部の両端部分に前記軟質容器の開封可能な上端部を嵌合して挟持する嵌合スリットが形
成されてなることを特徴とする請求項１または２に記載する液体等の内容物を収容した軟
質容器を収納する外容器。
【請求項７】
　前記スリットは、天板部に設けた開口部の片方の縁部に直線状に形成されたスリットと
他方の縁部に曲線状に形成されたスリットとを向かい合わせに設けた形状のスリットに形
成されてなることを特徴とする請求項６に記載する液体等の内容物を収容した軟質容器を
収納する外容器。
【請求項８】
　前記スリットは、天板部に設けた開口部の片方の縁部に直線状に形成されたスリットと
他方の縁部に曲線状に形成されたスリットとを向かい合わせに設けた形状のスリットと、
前記直線状スリットと曲線状スリットとを逆に設けて向かい合わせた形状のスリットとが
、平行状の対をなしたスリットに形成されてなることを特徴とする請求項６に記載する液
体等の内容物を収容した軟質容器を収納する外容器。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本願の発明は、軟質の熱可塑性合成樹脂等からなる袋状その他の可撓性容器、あるいは、
合成樹脂フィルムやアルミニウム箔等のラミネート材からなる袋状その他の軟質容器に、
ジュースやソースその他の液状物、または、シャンプーや化粧品等の各種液状物、あるい
は、カレーやシチュー等のレトルト食品等がが充填されてなるパウチその他の軟質容器を
、合成樹脂や金属その他からなる硬質容器内に収納して保管するための外容器に係わるも
ので、特に、前記した液状の内容物が充填されている軟質容器を開封して使用した後、使
いかけの内容物が残存する軟質容器を安全に保管できるようにした外容器に関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】
従来からジュースや調味料その他の各種の液状の流動物は、ガラス製の容器に収容された
ものが一般的であったが、これらの容器に充填されたものは重くて、また、破損し易いこ
ともあって、近年は、金属製や合成樹脂製の各種容器に充填されたものが多用されるよう
になった。
アルミ等の金属製容器やＰＥＴ樹脂等の合成樹脂製容器等は、充填する前の空の容器を移
送するのに大きなスペースを取り、また、容器の製造コストも高くつくことからも、最近
では、収容する内容物によっては、合成樹脂製の袋状をした容器、または、合成樹脂フィ
ルムやアルミ箔等で内張りされた各種の軟質容器、あるいは、紙製容器に軟質の袋状容器
を内蔵したパウチ容器等が用いられるようになってきている。
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【０００３】
上記のような軟質容器の中で、袋状をした軟質の容器としては、実開昭６２－１３４８２
６号や実開昭６３－３４０７０号公報等に記載されるようなものが、また、紙製容器内に
軟質の袋状容器を内蔵したパウチ容器としては、実公昭４４－２０８７１号や実開昭５１
－６１５１８号公報等に記載されるようなものが、一般的に知られている。
そして、上記の実開昭６２－１３４８２６号や実開昭６３－３４０７０号公報等に記載さ
れるような袋状をした容器は、安定性がなくて破損し易くて、且つ、自立性に欠けて見栄
えも悪く、内容物を安定した状態で注出して使用することが難しくて、また、実公昭４４
－２０８７１号や実開昭５１－６１５１８号公報等に記載されるようなパウチ状の紙容器
等は、破損し易い点はやや改良されているが、容器が変形したり、見栄えがあまり良くな
い点があり、もう少し改善する余地がある。
【０００４】
更に、上記のような軟質容器にあっては、開封した容器内にまだ多くの内容物が残されて
いる場合、軟質容器は腰が弱くて倒れ易いことから、何らかの物体に立てかけておいたり
するが、途中で倒れて内容物が流出したりして扱い難いばかりか、不経済でもあり、その
処理に困ることは日常よく経験することである。
そのような中で、上記したような問題点を解決するために、これらの軟質容器の外側に、
合成樹脂やその他の材料で形成された剛性を備えた硬質の容器を被着せしめて、内部の軟
質容器を保護すると同時に、その外観の見栄えをよくするための方法等が、従来から色々
と考えられている。
そのような一つの例として、実開平６－４９３５３号公報に記載されているように、液状
の内容物を収容した軟質の容器の外側に、別体の硬質の外容器を被着せしめて、内部の軟
質容器の保護と自立性とを有するようにした保護容器が、従来から知られている。
【０００５】
上記公報に記載される保護容器は、前記したような軟質材で成形された容器本体に各種の
液状の内容物が収容されると共に、その上端部に注出口が設けられた軟質の液体容器６０
に、図６に示すように、硬質の材料で成形された外容器６５を被着せしめることにより、
該外容器６５の内に前記軟質容器６０を収納せしめて一体に固定した液体容器を形成した
ものである。
そして、前記軟質容器６０の注出口に専用の液体注出装置６７を装着せしめて、軟質容器
６０の内溶液を注出可能とすることにより、図に示すような液体注出容器６８が構成され
る。
【０００６】
前記した軟質の液体容器６０に被着せしめる硬質の外容器６５は、図６に示されるように
、軟質の内部容器の胴部を収容する下半部分６５ｂと、軟質の液体容器からなる内部容器
に対して上部から被せる上半部分６５ａとに二分割した構造に形成されると共に、上半部
分６５ａには、液体注出装置６７を突出せしめて装着する開口部６５ｃが形成されており
、下半部分に上半部分を嵌合せしめて接合することにより軟質容器を収納するのに適した
箱状の外容器が形成される。
【０００７】
このようにして形成された外容器に専用の注出装置を設けて構成された液体注出容器６８
は、内部の軟質容器６０は外容器６５により保護されているので破損するようなこともな
くて、また、前記注出容器自体も安定した自立性を有する形状をしているので、使い勝手
も良くて非常に便利であり、更に、外部容器６５は、内部容器の形状と密接に関係した形
状に成形する必要もないので、ある程度はデザインその他で好みの形状にできる自由度が
あり、模様付け等もすることができることから、外容器を外見の見栄えの良いものにする
ことができる。
【０００８】
しかし、上記のような液体注出容器６８は構成するには、硬質の外容器の下半部分６５ｂ
に軟質の液体容器６０を収容した後で、該軟質容器の上端開口部に設けられた吐出口に螺
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着された蓋部が、上半部分６５ａの開口部６５ｃから突出するようにして、下半部分に上
半部分を嵌合せしめて一体となしてから、前記吐出口の蓋部を取り除いて専用の液体注出
装置６７を装着せしめることにより、箱状に形成された硬質の外容器内に軟質の液体容器
が固定された液体注出容器６８を構成しなければならなかった。
【０００９】
また、このような外容器は、液体注出装置を装着して注出可能な内容物を収容した軟質容
器には適しているが、注出装置では注出できないようなレトルト食品や粉体等からなる内
容物を収容した軟質容器、あるいは、液体注出装置が装着不可能な構造をした袋状の軟質
容器には適用することができないし、また、上記のような構造した外容器に軟質の液体容
器を収容して、液体注出装置を取り付けて注出可能に構成するには、組み立てるのにやや
手間が掛かり過ぎて面倒な点があり、更に、上下の二つに分割された容器を嵌合可能な構
造にして外容器に成形するには、成形金型その他の面から製造コストを低減するのが難し
いなどの問題点があった。
【００１０】
特に、従来から各種調味料やレトルト食品、その他を内部に収容した軟質容器は、使用に
際して、一度該容器の一端部を切除して開封すると、容器に自立性がなくて、また、再密
封することもできず、その保管も困難であることから、一度開封した容器はその内容物を
使い切ってしまうか、使い残した内容物は別の容器に移して保管するしかなくて、更には
、その使用に際しても内容物が手に付着したり、こぼれたりすることが、しばしばあった
。
そこで、注出装置を用いることができないような内容物を収容した袋状の軟質容器を、別
体に成形された外容器の内部に収納しておいて、簡単に内容物を注出して使用することが
できるようにした外容器の出現が望まれている。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本願の発明は、袋状やパウチ状に成形された軟質の容器に各種の液状物あるいは粉粒物が
収容されてなる軟質容器を、内部に簡単に収納することができて、且つ、注出可能に保持
して安全に保管することができるようにした外容器を形成すると共に、該外容器の外観上
の見栄えを良くした外容器体を提供する。
そして、前記した外容器を、内部に収納した軟質の内容器を自立状に安定させた状態で保
持することができるようにすると共に、開封された軟質容器であっても注出可能な状態で
保持して安全に保管できるような構造に形成して、軟質容器内の内容物が不用意に流出す
るようなことがなくすと共に、外容器の胴壁部を手に把持して傾けることにより内部に保
持した軟質容器から内容物を容易に注出できるような構造にした外容器を形成する。
また、上記のように形成された外容器は、手間を掛けずに軟質の内容器を収納して簡単に
組み立てができるような構造にして、安価に製造することができるようにする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本願発明は、上記したような課題を解決するために、外容器を形成する容器本体を、熱可
塑性合成樹脂のブロー成形や射出成形等によりに内部に軟質の容器を収納するのに適した
形の箱形状にした中空状の容器本体に成形して、また、前記容器本体の開口部に嵌合して
軟質容器を注出可能に保持すると共に、安全に保管できる中蓋を、熱可塑性合成樹脂の射
出成形等により前記容器本体の開口部に着脱可能に成形すると共に、該中蓋の天板部に前
記軟質の容器の上端部を挿通して保持するスリット部と内容物を注出可能にする開口部と
を形成する。
そして、上記のように形成した容器本体の開口部に、前記袋状やパウチ状に形成された軟
質の容器の上端部を保持する前記中蓋を着脱可能に嵌着せしめて、前記軟質容器を安全に
保管すると同時に内容物を注出可能に保持して、該中蓋の上から計量カップを兼ねた外蓋
を被着せしめて、内容物を収容した軟質容器を保管、密閉可能にした剛性を備えた硬質の
外容器を形成する。
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【００１３】
【発明の実施の形態】
液状物あるいは粉粒物を収容してなる袋状の軟質容器を、内部に収納して、安全に保管す
ることができて、また、軟質容器の内容物を注出できるように自立状態にして保持するこ
とができる剛性を備えた外容器を形成するために、まず、熱可塑性合成樹脂を射出成形ま
たはブロー成形して前記軟質容器を内部に収納するのに適した形の箱形状をした中空の容
器に成形し、剛性を有する硬質の外容器となる容器本体を形成する。
また、前記容器本体の開口部に嵌合して密閉する中蓋を、熱可塑性合成樹脂を射出成形し
て前記容器本体の開口部に着脱できるように成形すると共に、該中蓋の天板部に容器本体
内に収納される前記軟質容器の上端部を挿通せしめて保持するスリット部と軟質容器内の
内容物を注出可能にする開口部とが設けられた中蓋を成形する。
そして、このように成形された中蓋を、上記容器本体の開口部に着脱自在に嵌合せしめて
、内部に収納した前記軟質容器を安全に保管すると同時に、内容物を注出可能に保持する
ようにした本願発明の外容器を形成する。
【００１４】
上記のように形成された本願発明の外容器の容器本体内に、軟質の合成樹脂からなる袋状
やパウチ状をした容器にジュースその他の飲料液体やソースその他の調味料、あるいは、
カレーその他の流動性食品等を収容して密封してなる軟質容器を自立させるようにして収
納せしめて、前記軟質容器の開封可能な上端部を前記中蓋の天板部に設けたスリット部に
挿通せしめて保持して、該中蓋を前記外容器の開口部に着脱可能に嵌合せしめて密閉した
後に、前記中蓋の上に計量カップを兼ねる外蓋を被着せしめることにより、液状物を収容
した軟質容器を密閉、注出を可能にした剛性を有する硬質の外容器からなる液体注出容器
が構成される。
【００１５】
本願発明の外容器を用いて上記のように構成された液体注出容器は、外蓋を外した後に、
外容器に嵌着された中蓋の天板面より上部に突出している前記軟質容器の開封可能な上端
部分を破断部に沿って切除して開封し、軟質容器に収容された内容物を注出できるような
状態にしてから、外容器の本体胴部を片手で把持して外容器を傾けることにより、前記軟
質容器の開口部から液状の内容物を注出せしめて、目的の用途に使用する。
【００１６】
【実施例】
以下に、本願の発明である各種の液状物を収容した軟質容器を、剛性を有する容器内に収
納して安全に保管できて、且つ、注出可能な状態にして保持できる外容器と、そのような
外容器を用いて構成される注出容器について、最適な一つの実施例に基づいて、図面を参
照しつつ詳細に説明する。
本願発明の外容器１は、図１に示すように、液状物を収容した袋状の軟質容器１０を収納
する箱状の容器本体２と、該容器本体の開口端部に取外し自在に嵌合される中蓋３と、必
要に応じて前記中蓋の上面を覆うように着脱自在に嵌着される計量容器を兼ねる外蓋４と
から構成されている。
【００１７】
そして、上記のように構成された本願発明の外容器に収納するのに適した軟質容器１０は
、図２に示すように、軟質の熱可塑性合成樹脂を用いて成形された袋状やパウチ状の容器
にジュース等飲料用液体やソースその他の調味料、あるいは、カレーその他の流動性のレ
トルト食品等を収容して密封した包装体からなるもので、該容器の腰は弱くて自立性がな
いものである。
また、上記したような軟質容器１０には、通常は図２に示すように、その上端部の側壁部
の左右両方または片方に開封するための切欠き部１１が設けられると共に、上端部を水平
方向に、あるいは、隅角部を斜め方向に切除可能にする破断部１２が形成されており、容
易に開封することができるようになっている。
【００１８】
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そして、本願発明の外容器内に、上記のような軟質容器を収納して構成される液体注出容
器は、以下のようにして形成することができる。
前記した軟質容器１０を収納する本願発明の容器本体２は、合成樹脂を射出成形またはブ
ロー成形することにより、図１に示すように、袋状の軟質容器を内部に簡単に収納できて
、安全に保管できるように箱形をした中空の容器に成形されると共に、該容器の開口端部
２ａには別体の中蓋３を嵌合せしめて係止する係止部６，７が形成される。
【００１９】
そして、前記容器本体２に嵌合される中蓋３は、合成樹脂を射出成形して前記容器本体の
開口端部２ａの係止部６に着脱自在に嵌合する嵌合部を有する蓋体に成形すると共に、該
蓋体の天板部３ａに容器本体内に収納する前記軟質容器１０の上端部１０ａを挿通して保
持するスリット部９と、該軟質容器の内容物を注出できるようにした開口部８とを設けて
形成される。
また、合成樹脂を射出成形して前記容器本体２の開口端部２ａに簡単に着脱できるように
した計量容器を兼ねる外蓋４を成形する。
【００２０】
上記のようにして形成された外容器の容器本体２の開口端部２ａに、前記中蓋３を着脱可
能に嵌着せしめた後に、該中蓋の上から計量容器を兼ねる前記外蓋４を着脱自在に被着し
て、内部に収納する軟質容器１０を安全に保管可能にした外容器１を構成する。
そして、このように構成された外容器１に対して、前記容器本体２内に袋状またはパウチ
状に形成した前記軟質容器１０を自立させるようにして収納せしめて、該軟質容器の開封
可能な上端部を前記中蓋３の天板部３ａに設けたスリット部９に挿通すると共に、上端部
が天板面から突出するようにして保持して、該中蓋３を前記容器本体２の開口部２ａに着
脱可能に嵌着せしめて密閉した後で、該中蓋３の上から計量容器を兼ねた外蓋４を着脱自
在に被着して、内部に収納した軟質容器１０を安全、且つ、注出可能に保管する液体注出
容器が構成される。
【００２１】
上記した外容器１の構成について更に詳細に説明すると、容器本体２は、図１に示すよう
に、合成樹脂の射出成形により上端部が開口した筒状の胴壁部５と、該胴壁部の下端部に
連接する底壁部２ｂとからなる箱形をした中空容器に成形されて、内部に前記袋状の軟質
容器１０を収納可能に形成されている。
そして、前記容器本体２の上端部の開口部２ａの周縁部には、中蓋３が着脱可能に嵌合さ
れて係止する嵌合係止部６と、外蓋４を着脱自在に被着せしめる係止部７とが段状に形成
されて、前記中蓋３と外蓋４とが、それぞれ取り付け、および、取り外しが容易にできる
ようになっている。
【００２２】
また、前記中蓋３には、図１に示すように、その中央部に袋状の軟質容器１０の出し入れ
も可能で、また、該容器の内容物を注出可能にする開口部８が形成されると共に、前記開
口部８の両端には軟質容器１０の上端部を挿通せしめて、挟んで保持することができるス
リット部９が形成されており、該スリット部は、図３に示すように、軟質容器１０を自立
せしめて保持することができるように形成されている。
更に、上記スリット部９は、図１に示すように、袋状の軟質容器１０の一方の側端部を挟
み込む直線状のスリット９Ａと、該軟質容器１０の他方の側端部をきつく挟み込む屈曲状
のスリット９Ｂとを向かい合わせるように形成すると共に、前記直線状のスリット９Ａが
開口部８に接する後端部は、図１に見るように曲面状をなして、内容物を注出し易いよう
に形成されている。
【００２３】
上記のように構成された外容器１は、前記容器本体２内に袋状の軟質容器１０を自立状に
収納せしめると共に、前記軟質容器の上端部を中蓋３の開口部８およびスリット部９から
突出するように保持せしめて、前記中蓋３を容器本体の開口端部２ａに嵌着せしめて、軟
質容器の上端部１０ａの両側の側端部を直線状のスリット９Ａと屈曲状のスリット９Ｂと
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にそれぞれ密着するように挿入せしめて、内部の軟質容器１０を自立させるようにして保
持する。
【００２４】
このようにして、本願発明の外容器１に収納された袋状の軟質容器１０は、図３に於いて
は、軟質容器を二つ収納した場合が示されているが、前記中蓋３の天板３ａ面から突出し
た一方の軟質容器の上端部の隅角部を破断線に沿って斜めに切除することにより、前記軟
質容器は開封されて注出可能な状態で保持されることになり、また、同じようにして、他
方の軟質容器も反対側の隅角部を切除、開封して、注出可能な状態で保持することができ
る。（図３に於いては、軟質容器は二つとも隅角部が開封されているが、一方だけ開封し
て他方は無開封のままにしておいてもよい。）
【００２５】
上記した本願発明の中蓋のスリット部に保持された袋状の軟質容器１０は、図３に示され
るように、破断部１２に沿って斜めに切除された開口部１３の位置とは反対側の上端部が
、屈曲状のスリット９Ｂによって屈曲して保持されるので、スリット面により強く保持さ
れていて、スリット部９から下方に抜け落ちるようなことがない。
そして、上記した実施例に於いては、中蓋に二つの袋状の軟質容器１０を保持するスリッ
ト部が、一方の軟質容器１０と他方の軟質容器１０とは、軟質容器の隅角部の切除される
開口部１３が逆の位置になるように形成されている。
従って、軟質容器が収納された外容器の容器本体２の胴壁部５を手に持って外蓋４を外し
てから、図４に示すようにして、容器本体２内の二つの軟質容器１０のうちの一方を選ん
で、該軟質容器１０の隅角部が切除されて開口部１３のある方に傾けると、二つの軟質容
器１０のうちの一方の開口部１３から内容物が注出されることになる。
【００２６】
また、本願の発明は、外容器に収納された袋状の軟質容器１０を、中蓋３のスリット部９
で保持して自立した状態にして保管できるようにしたので、軟質容器１０内に内容物が残
っている場合にも流出するようなことがない。
そこで、開封して使い残した内容物をそのままの状態で保存するときには、図３に示すよ
うに、中蓋３の上から外蓋４を容器本体２に被着しておけば、軟質容器１０の開口部１３
にゴミ等が付着するようなことがないので、衛生的に良好な状態で保管することができる
。
【００２７】
従って、上記のようにして使い掛けのままの状態で保管した外容器１から使い残しの内容
物を再び注出して使おうとする際には、外蓋４を容器本体２から取り外した後で、容器本
体２を手に持って傾けることにより、開封されている軟質容器１０から簡単に内容物を注
出することができる。
その際に、本願発明の外蓋４は目盛りが設けられた計量容器を兼ねているので、容器本体
２から取り外した外蓋４に、袋状の軟質容器１０からの内容物を注ぎ込んで、必要な量だ
けを計量することも可能である。
【００２８】
上記した本願発明の実施例に於ける外容器１の容器本体２は、熱可塑性合成樹脂を射出成
形して、上端部が四辺形状に開口した筒状に成形された胴壁部５とその下端部に底壁部２
ｂが連接された箱形をした中空容器に一体に成形されて、その内部に袋状の軟質容器１０
を自立状に収納可能に形成されてものであったが、本願発明は、このような容器本体に限
ることなく、筒状の胴壁部５の底部を、開閉可能にした底壁部や着脱可能にした底壁部を
設けた構造にして、本願発明の容器本体を形成することもできる。
また、軟質容器を保持するための中蓋３を別体に形成して容器本体２の開口端部に着脱可
能に設けた構造にしたが、本願発明は、中蓋を容器本体の上端開口部に一体に設けた構造
にすることも可能である。
【００２９】
例えば、外容器を構成する容器本体を、筒状に形成された胴壁部の下端部に底壁部を設け
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た箱形状に形成するのに、胴壁部の下端部の底壁部を開閉可能にする場合には、胴壁部の
下端部にヒンジ部を介して底蓋を連結した構造に成形して、該容器本体に底壁部から内部
に軟質容器を収納可能にした外容器を構成することも可能である。
その際に、図５に示すように、前記した開閉可能な底壁部は、熱可塑性合成樹脂を射出成
形して、弾性ヒンジ部１４ａにより胴壁部５に直接に連結された一体構造に成形された底
蓋１４であっても良いし、また、別体に成形した底蓋１４をヒンジ等により開閉自在に胴
壁部の下端部に連結した構造であっても良い。
また、外容器を構成する容器本体を、筒状に形成された胴壁部の下端部に底壁部を設けて
箱形状に形成するのに、図６に示すように、胴壁部５の下端部に別体に成形した底蓋１５
を着脱可能に嵌合せしめて形成したものであっても良い。
【００３０】
上記したように、筒状に形成された胴壁部の下端部に、開閉可能または着脱可能にした底
板を嵌合せしめるようにして、本願発明の外容器の容器本体を形成する場合には、図５や
図６に見るように、筒状をした胴壁の下端開口部が上端開口部よりもやや大きい台形状に
容器本体を形成すると、外容器は安定性が増すので転倒するようなことが殆どなくなり、
また、胴壁部の下端開口部および底壁部に鍔状の周縁部５ａ，１４ａ，１５ａを設けると
一層安定性に富んだものとなり、底板の嵌合も一層容易になって、安定したものとなる。
【００３１】
そして、図５に示すように、底壁部を開閉可能な底蓋１４を設けた構造にした容器本体２
からなる外容器１に於いては、中蓋３を外すことなしに、底蓋１４を開いて軟質容器１０
を内部に収納して、上端部１０ａをスリット部９に嵌合、保持せしめてから底蓋１４を閉
じればよいので、簡単に軟質容器を収納、保持することができて、また、中蓋３や底蓋１
４を紛失したりする恐れもない。
また、図６に示すように、底壁部を着脱可能な底蓋１５を設けた構造にした容器本体２か
らなる外容器１に於いては、胴壁部５と底壁部２ｂが一体に成形されたものに比べて、成
形金型を簡単に製作することができて、また、成形が容易であるから製造コストを低減す
ることができる。
【００３２】
尚、上記した実施例に於いては、図１に示すように、中蓋３のスリット部９は、袋状軟質
容器１０の上端部の両側端部を挟んで保持するように平行状の二つのスリットが設けられ
て、二つのスリットは、互いに直線状のスリット９Ａと屈曲状のスリット９Ｂとが逆の位
置となるように設けられていて、同時に二つの軟質容器を保持できるように形成されてい
るが、本願発明は、このようなものに限定されるものではなくて、前記スリットを一つま
たは三つ以上設けて軟質容器を保持するようにしてもよい。
【００３３】
【発明の効果】
上記に説明したように、本願発明の外容器は、軟質容器を容器本体の内部に収納して、軟
質容器の上端部分を容器本体の開口端部に嵌着した中蓋の天板面に設けた嵌合スリット部
で支持できるようにしたので、内部に内容物が収容された軟質容器を自立状態にして保管
することができて、軟質容器が倒れて内容物が流出するようなことがないので、使い掛け
のものもそのままの状態で保管することができて、また、使用時に手を汚したりするよう
なこともない。
そして、本願発明の外容器は、従来のものに比べて構造が簡単であるから、安価に製造す
ることができて、また、その見た目も良くなるように成形することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本願の発明である袋状の軟質容器を収納して保管する外容器を示した分解斜視図
である。
【図２】図１に示す外容器に収納する袋状の軟質容器を示す斜視図である。
【図３】図１に示す外容器に袋状の軟質容器を収納して保管した状態を示す斜視図である
。
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【図４】図３に示す軟質容器を収納して外容器から内容物を注出する状態を示す斜視図で
ある。
【図５】本願発明の外容器の別の実施例を示した分解斜視図である。
【図６】本願発明の外容器の他の実施例を示した分解斜視図である。
【図７】本願発明の先行例を示す図である。
【符号の説明】
１　　　外容器
２　　　容器本体
２ａ　　開口部
３　　　中蓋
４　　　外蓋
５　　　胴壁壁
６　　　係止部
８　　　開口部
９　　　スリット部
９Ａ　　直線状スリット
９Ｂ　　屈曲状スリット
１０　　軟質容器
１０ａ　上端部
１４　　底蓋
１５　　底蓋

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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